
スチレンダイマー、スチレントリマー

1

スチレンダイマー、スチレントリマーの有害性評価

[Styrene dimer, CAS No. 25247-68-1; Styrene trimer, 28213-80-1]
名　　　　　　称：　スチレンダイマー　　　　　　　　　スチレントリマー

別 名        ：　多くの化合物があるため省略（付表-1,2 参照）

分 子 式        ：　C16H16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C24H24

分 子 量        ：　208.2　　　　　　　　　　　　　　　312.3

構 造 式        ： 同定可能な構造異性体の種類は不明であるが、本評価書ではダイマー

異性体 4 種、トリマー異性体 7 種、トリマー混合物 2 種（付表-1,2 参

照）を中心に有害性評価を行った。

　　　　　　　　　 構造式としてその一部を記載する。

                 　　

CH2

　　　　　　

CH2

　　　　    　　　　2,4-ジフェニル-1-ブテン　　　　　2,4,6-トリフェニル-1-ヘキセン

　　　　　　　　　　　 　　　　　　

　　　　　　　　　　1,2-ジフェニルシクロブタン　　1,3,5-トリフェニルシクロヘキサン

外 観        ：　報告なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 報告なし

融 点        ：　報告なし　　　　　　　　　　　　　報告なし

沸 点        ：　報告なし　　　　　　　　　　　　　報告なし

比 重        ：　報告なし　　　　　　　　　　　　　報告なし

蒸 気 圧        ：　報告なし　　　　　　　　　　　　　報告なし

分 配 係 数        ：  報告なし　　　　　　　　　　　　　報告なし

分 解 性        ：  加水分解性　報告なし　　　　　　　報告なし

生分解性  　報告なし　　　　　　　報告なし

溶 解 性        ：　水　     　報告なし　　　　　　   報告なし

有機溶媒　 報告なし

製 造 量 等        ：　特定の用途がないため製造はなし。ポリスチレン製の各種容器の材

　　　　　　　　　　質中に、スチレンダイマー、トリマー合せて、760‐21,430 μg/g

　　　　　　　　　　（平均 9,590μg/g）が検出されたとの報告がある 2）。

用 途        ：　スチレンダイマー及びスチレントリマーは、ポリスチレン樹脂を合

成する時に生ずる副生成物であり 3）４）、特定の用途はない。

適 用 法 令        ：　該当法令なし
１）HSDB, 2001  ; 2）河村ら, 1998; 3）Mayo, 1968; ４）Kurze et al., 1970.
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1.　有害性調査結果

1) ヒトの健康に関する情報

スチレンダイマー、トリマー暴露によるヒト健康影響に関する報告はない。

2) 内分泌系及び生殖系への影響

(1) レセプター結合に関する in vitro 試験結果（付表-3）（注）

カップ麺容器から溶出することが確認されているスチレンダイマー、トリマーの合成

品（付表-1 参照）の受容体結合試験で、ラット由来エストロゲン受容体 (ER)、アンド

ロゲン受容体 (AR)、甲状腺ホルモン受容体（TR）に対する結合はいずれの化合物でも

みられていない（信原ら, 1999; 東ら, 2000; Hirano et al., 2001; Ohno et al., 2001; Date et al.,

2002）。さらにこれらのスチレンダイマー、トリマー合成品のヒト乳ガン細胞 (MCF-7)

増殖実験で、いずれの化合物においても増殖性はみられていない (信原ら, 1999; Ohno et

al., 2001)。

　また、ポリスチレンから抽出したスチレンダイマー、トリマー混合物（重量比0.143：

0.955）のMCF-7細胞を用いたエストロゲン受容体/レポーター遺伝子アッセイで、転写

活性化に影響はみられていない（Fail et al., 1998）。一方、スチレンダイマー及びトリマ

ーの各々の異性体4種と7種を用いたMCF-7細胞増殖試験で、2種のダイマーと4種のトリ

マーに細胞増殖が認められ、陽性対照物質の17β-エストラジオール(E2)のEC50値（10-

10 M E2での増殖細胞数の50％に相当する濃度）は、1.4×10-11 Mであったが、ダイマー、

トリマーのEC50値は、10-6-10-5 Mであった(増殖活性は、いずれもE2の1/68,000 以下)。

また、ヒトエストロゲン受容体α結合試験では、スチレンダイマー、トリマー11種（付

表-2）のうち、4種のダイマーと5種のトリマーに結合がみられている（結合性は、いず

れもE2の1/43,000 以下）(Ohyama et al., 2001)。

(2) ほ乳動物の内分泌系及び生殖系に及ぼす影響 （付表-4）

雌の SD ラット（22 日齢）に、ポリスチレン製造工程で得られる副産物の濃縮混合物

（スチレンダイマー13.35％、トリマー69.5 %、エチルベンゼン 3.17 %、スチレンモノマ

ー 4.52%、クメン 1.65%、ミネラルオイル約 6％) を　0、100、300、1,000 mg/kg の濃

度で単回腹腔内投与した実験で、1,000 mg/kg 群で腟開口の早期化がみられている。こ

の濃度はエストロン 1 mg/kg に相当する（Rao et al., 1978）。

雌の Wistar ラット（19 日齢）に、スチレンテトラマーを主成分とするスチレンオリゴ

マー（スチレンダイマー12.4%、トリマー15.2%、テトラマー54.3%）を 0、10、20、40、

80、160 ppm （0、1.6、2.9、6.9、13.3、27.2 mg/kg/day 相当）で 4 日間混餌投与した子

                                                
（注） 環境省はスチレンダイマー、トリマーのエストロゲン作用について検討するため、レセプター結合に関する in vitro
試験を実施しているが、その実施機関及び外部専門家によるレビューについて明示されていないことから、本評価の対
象から除いている。
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宮増殖アッセイで、160 ppm 群で子宮重量の増加が認められ、陽性対照としたジエチル

スチルベストロール (DES) の活性と比較すると、その強さは 1/20,000 と報告されてい

る（Prinsen, 1996）。しかし､この結果は､主成分がスチレンテトラマーである試薬を用い

て得られたものであり、スチレンダイマー､トリマーによる作用の結果であるとは認め

がたい。

一方、以下に示す報告では内分泌系への影響はみられていない。

雌の SD ラット（21 日齢）に、ポリスチレンから抽出した高純度のスチレンダイマー、

トリマー混合物（重量比 0.143：0.955）を 3 日間強制経口投与した子宮増殖アッセイで、

子宮重量に有意な変化はみられていない（文献中には実際の投与量は記載されていない

が、抽出の手順からスチレンダイマーとトリマー、各々、8、52 mg/kg/day 相当と推算さ

れる）（Fail et al., 1998)。

雌の Wistar ラット(22±1 日齢)に、異なる 3 タイプのポリスチレン 23 種（9 種の汎用

ポリスチレン（GPPS）、 8 種の耐衝撃性ポリスチレン（HIPS）、 6 種の発泡ポリスチ

レン（EPS）)の抽出物（スチレンオリゴマー混合物、スチレンダイマー、トリマーの種

類不明であるが、ダイマー、トリマーを最も多く含む抽出物中の濃度はダイマー0.33

mg/L、トリマー0.75 mg/L）をそれぞれ 3 日間強制経口投与した子宮増殖アッセイで、

いずれの抽出物の投与によっても子宮重量に有意な変化はみられていない。ヒトへの暴

露を考慮して、成人が消費する食料中の想定含有量相当の GPPS、HIPS 及び EPS からの

抽出物を濃度比 10:1 の 2 用量ずつ用いている（文献中には実際の投与量は記載されてい

ないが、抽出の手順から 23 種中最高投与量としてダイマーとトリマー、各々6.6と 15.0

mg/kg/day 相当を含むと推算される）（Bachmann et al., 1998）。

雌の SD ラット（21 日齢）に、スチレンモノマーとカップ麺容器から溶出することが

確認されている 3 種のスチレンダイマー及び 4 種のスチレントリマーの合成品（付表-1

参照）を 0、20、200 mg/kg/day でそれぞれ 3 日間強制経口投与した子宮増殖アッセイで、

いずれの被験物質によっても子宮重量及び血清プロラクチン濃度に有意な変化はみら

れていない（信原ら, 1999; Date et al., 2002）。

抗アンドロゲン作用を検出するスクリーニング手法であるハーシュバーガーアッセ

イ(OECD ガイドラインに準拠)において、雄の去勢 SD ラット（4 週齢）に、スチレンモ

ノマーとスチレンダイマー（3 種）、トリマー（3 種）の合成品を 0、20、200 mg/kg/day

でそれぞれ 7 日間強制経口投与し、同時に、プロピオン酸テストステロン 50 µg/head/day

を皮下投与した実験で、いずれの被験物質においても前立腺腹葉、精嚢、肛門挙筋及び

球海綿体筋の重量に有意な変化はみられていない（東ら, 2000; Date et al., 2002）。

雌のSDラット（9週齢）にスチレンダイマーとトリマーの混合物を0.04 (ダイマー：0.781

ppm、トリマー：8.73 ppm)、0.2 (ダイマー：2.64 ppm、トリマー：32.8 ppm) 1.0 mg/kg/day

(ダイマー：16.9 ppm、トリマー：166 ppm)を妊娠6日から分娩後21日まで経口投与した

実験で、いずれの投与量においても、母動物の体重、摂餌量、妊娠期間に変化はない。
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また、出生仔の生存率、成長、生殖器形成、学習行動に変化はみられていない。0.2及び

1.0 mg/kg投与群の雄仔の血清中甲状腺刺激ホルモン濃度は、有意に高かったが、甲状腺

ホルモンT3とT4の濃度は対照群と同程度であった｡また、すべての投与群の雄仔の甲状

腺組織に変化は認められていない（Nagao et al., 2000）。

in vitro 実験であるが、雄 SD ラット（7 週齢）から得た精巣間質細胞に上記のスチレ

ンモノマーとスチレンダイマー（3 種）、トリマー（3 種）の合成品を添加後、培養 1

時間後に ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン (hCG) を添加し、さらに 3 時間培養後にテス

トステロンの産生量を測定した実験で、10-5M まで hCG 刺激によるテストステロン合

成の有意な抑制はみられていない（信原ら, 1999）。

3) 一般毒性に関する情報

(1) 急性毒性

現時点で、急性毒性に関する報告はない。

(2) 反復投与毒性

　　　現時点で、反復投与毒性に関する報告はない。

4)変異原性・遺伝毒性及び発がん性に関する情報

(1) 変異原性・遺伝毒性（表-1）

いくつかのスチレンダイマー、トリマーはラット肝ミクロソーム S9 処理条件下のネ

ズミチフス菌 TA98 を用いた復帰突然変異試験で、陰性との報告がある（Grifoll et al.,

1990）。

表-1　変異原性・遺伝毒性試験結果

試験方法 試験条件 結果* 文献

in vitro 復帰突然変異試験 ネズミチフス菌　TA98　 S9(+)
0.001-1 mg/plate

－
Grifoll et al., 1990

*－：陰性
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 (2) 発がん性（表-2）

現時点で、発がん性に関する報告はない。

表-2　国際機関等での発がん性評価

機　関 分　類 分　類　基　準 出　典

EPA － 発がん性について評価されていない。 IRIS, 2002

EU － 発がん性について評価されていない。 ECB, 2000

NTP － 発がん性について評価されていない。 NTP, 2000

IARC － 発がん性について評価されていない。 IARC, 2001

ACGIH － 発がん性について評価されていない。 ACGIH, 2001

日本産業衛生学会 － 発がん性について評価されていない。 日本産業衛生学会, 2001

5)免疫系への影響

現時点で、免疫系への影響に関する報告はない。

6)生体内運命

現時点で、スチレンダイマー・スチレントリマーの生体内運命に関する詳細な報告は

ない。

２. 現時点での有害性評価

スチレンダイマー、トリマーの暴露によるヒトの健康影響に関する報告はない。

4 量体を主成分とするスチレンオリゴマーの混合物で、エストロゲン作用を示す報告

があるが、混合物として含有されているスチレンダイマー、トリマーの影響によるもの

かは不明である。1998 年以降には、特にポリスチレン容器から溶出するスチレンダイマ

ー、トリマーのヒトへの暴露を考慮した実験や、ポリスチレン容器から溶出するスチレ

ンダイマー、トリマーの化学合成品を使用した実験が実施されているが、いずれの試験

においてもエストロゲンあるいは抗アンドロゲン作用はみられていない。ラットに妊娠

6 日から分娩後 21 日まで経口投与した実験では、母動物及び出生仔に影響はみられてい

ない。また、血清プロラクチン濃度の上昇は、合成されたスチレンダイマー、トリマー

を投与されたラットではみられていない。

さらに、in vitro におけるエストロゲン受容体、アンドロゲン受容体、甲状腺ホルモン

受容体への結合試験、ヒト乳がん細胞 MCF-7 を用いたエストロゲン様作用の有無を検

討する実験や精巣の細胞を用いたテストステロン生合成の阻害の有無を検討する実験

において、いずれも陰性の結果が示されている。スチレンダイマー、トリマーの合成品

1-10 µM の MCF-7 細胞増殖試験では、ヒト乳ガン細胞の増殖が認められ、ヒトエスト

ロゲン受容体αに結合するとの結果が報告されているが、それらが示すエストロゲン様

作用は、17β-エストラジオールと比べて、1/68,000 以下と弱い。
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３. リスク評価等今後必要な対応

スチレンダイマー、トリマーの内分泌かく乱作用について評価を行うための in vitro

の各種スクリーニング試験は既に実施されており、高純度の合成化学品であるスチレン

ダイマー、トリマーでエストロゲン様活性は否定されている。一部エストロゲン様作用

がみられるとの報告例もあるが、その活性は弱い｡さらに、ラットを用いた in vivo の

実験で、エストロゲン作用、抗アンドロゲン作用は認められていない。従って、これま

でに実施された試験結果からは、スチレンダイマー及びトリマーに明確な内分泌かく乱

作用があるとの証拠は見出せないことから、当面特別な対応をとる必要性はないものと

判断される。
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付表-1　試験に使用したスチレンダイマー、トリマー合成品（日清食品研究所製）の種類

略号 化合物名 構造式 文献
NSD-01 2,4-Diphenyl-1-butene

CH2

NSD-08 cis-1,2-Diphenylcyclobutane

ス チ レ ン
ダイマー

NSD-09 trans-1,2-Diphenylcyclobutane

NST-01 2,4,6-Tripheyl-1-hexene
CH2

NST-02 *) 1,3,5-Triphenylcyclohexane

（1e,3e,5a-Triphenylcyclohexane,
1e,3e,5e-Triphenylcyclohexane の混合物）

NST-03 1e-Phenyl-4e-(1´-phenylethyl)tetralin

(1S*-Phenyl-4S*-(1R*-phenylethyl)tetralin,
1S*-Phenyl-4R*-(1S*-phenylethyl)tetralin,
1S*-Phenyl-4S*-(1S*-phenylethyl)tetralin,
1S*-Phenyl-4R*-(1R*-phenylethyl)tetralin
の混合物）

H3C

ス チ レ ン
トリマー

NST-12 **) 1e-Phenyl-4a-(2-phenylethyl)tetralin

信原ら, 1999;
東ら, 2000
Hirano et al.,
2001
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略号 化合物名 構造式 文献
NST-13 (1S*,6R*,7S*,8S*,11R*)-6,11-

diphenyltricyclo[6,2,2,02,7]dodeca-2,9-diene
Hirano et al.,
2001

*)  信原らの報告（1999）に記載
**)　東らの報告（2000）に記載
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付表-2　試験に使用したスチレンダイマー、トリマー標準品の種類

略号
Ohyama
et al.

化合物名*) 略号
信原ら,
東ら

文献

SD-1 1,3-Diphenylpropane

SD-2 2,4-Diphenyl-1-butene NSD-01
SD-3 cis-1,2-Diphenylcyclobutane NSD-08

ス チ レ
ン ダ イ
マー

SD-4 trans-1,2-Diphenylcyclobutane NSD-09
ST-1 2,4,6-Tripheyl-1-hexene NST-01
ST-2 1a-Phenyl-4a-(1´-phenylethyl)tetralin
ST-3 1a-Phenyl-4e-(1´-phenylethyl)tetralin

ST-4 1e-Phenyl-4a-(1´-phenylethyl)tetralin

ST-5 1e-Phenyl-4e-(1´-phenylethyl)tetralin

NST-03
(4 種類の
異性体混
合物)

ST-6 1e,3e,5a

ス チ レ
ン ト リ
マー

ST-7

1,3,5-Triphenylcyclohexane

1e,3e,5e

NST-02

Ohyama et al.,
2001;
信原ら, 1999;
東ら, 2000

*)　林純薬工業（株）製分析用合成標準品
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付表-3　レセプター結合に関する in vitro 試験結果

項目 細胞種等 被験物質 結果 結論 文献

ラットER１）に対する
結合試験(ラット子宮
由来ER)

いずれも10-5 MまでE2の結合
を阻害しない
(E2のIC50：1.4 × 10-9 M)

ER結合性を示
さない

信原ら, 1999

ラットARに対する
結合試験 (ラット前
立腺由来AR)

スチレンモノ
マー（1種）、ス
チレンダイマ
ー（3種）、トリ
マー（3種）合
成品2)

いずれも10-5 MまでDHTの結
合を阻害しない
(DHTのIC50：3.4 × 10-9 M)

AR結合性を示
さない

信原ら, 1999

ラットERに対する結
合試験(ラット子宮由
来ER)

いずれも10-5 MまでE2の結合
を阻害しない
(E2のIC50：2.6 × 10-9 M)

ER結合性を示
さない

東ら, 2000

ラットARに対する
結合試験 (ラット前
立腺由来AR)

いずれも10-5 MまでDHTの結
合を阻害しない
(DHTのIC50：4.2 × 10-9 M)

AR結合性を示
さない

東ら, 2000

ラットTRに対する結
合試験 (ラット肝臓
由来AR)

スチレンモノ
マー（1種）、ス
チレンダイマ
ー（3種）、トリ
マー（3種）合
成品2)

いずれも10-5 MまでT4の結合
を阻害しない
(T4のIC50：1.2 × 10-8 M)

TR結合性を示
さない

東ら, 2000

ラットERに対する結
合試験(ラット子宮由
来ER)

トリマー（1種）
合成品2)

いずれも10-5 MまでE2の結合
を阻害しない
(E2のIC50：2.8 × 10-9 M)

ER結合性を示
さない

Hirano et al.,
2001

ホルモンレセ
プターに対す
る結合試験

方法：蛍光E2リガン
ドを用いた競合結合
試験、
受容体：ヒトERα

スチレンダイ
マー（4種）、ト
リマー（7種）3)

SD-1,2,3,4 の IC20 ： 2.4×10-5

M-1.2×10-4 M
ST-1,2,3,4,5のIC20： 2.6×10-6

M-1.2×10-5 M
ST-6は1.8×10-5 Mで僅かに阻
害、
ST-7は10-4 Mまで阻害しない
(E2のIC20：6×10-11 M)

ERα結合性を
SDの4種、STの
6種が示す
(結合性は、い
ず れ も E2 の
1/43,000 以下)

Ohyama
 et al.,2001

レポーター遺
伝子アッセイ

ヒ ト 乳 ガ ン 細 胞
(MCF-7)にER応答配
列を組み込んだレポ
ーター遺伝子アッセ
イ

ポリスチレン
の抽出液4)

ポ リ ス チ レ ン 抽 出 液 1.0
mg/mlでも転写活性化はみら
れていない。

ERを介する転
写活性化を示
さない

Fail et al.,
1998

ヒ ト 乳 ガ ン 細 胞
(MCF-7)の細胞増殖
を指標とする方法
培養液：5％FBS添加
DME培地
細胞数：12 well plate
（2.0×104 cells/well）

スチレンモノ
マー（1種）、ス
チレンダイマ
ー（3種）、トリ
マー（4種）合
成品2)

全被験物質において、10-8 -
10-5 Mで増殖刺激性は認めら
れていない。E2は3×10-11 Mで
最大活性を示している。

細胞増殖活性
を示さない

信原ら,1999;
Hirano et al.,
2001

ヒト乳ガン細
胞増殖試験

ヒ ト 乳 ガ ン 細 胞
(MCF-7)の細胞増殖
を指標とする方法
細胞数：4.0 × 104

cells/well

スチレンダイ
マー（4種）、ト
リマー（7種）3)

SD-3,4のEC30：10-5 M
ST-1,3,4,5のEC50：9.5×10-7 -
9.5×10-6 M
SD-1,2,ST-2,6,7は10-5 Mでも
増殖活性なし
( E2のEC50：1.4×10-11 M)

細胞増殖活性
をSD2種、ST4
種が示す
(増殖活性は、
いずれもE2の
1/68,000 以下)

Ohyama
et al., 2001

1) ER: エストロゲン受容体; AR: アンドロゲン受容体; TR: 甲状腺ホルモン受容体; E2: 17β-エストラジオ
ール; SD: スチレンダイマー; ST: スチレントリマー; DHT: ジヒドロテストステロン; T4: チロキシン;
IC15, IC20, IC50: E2 による 15、20、50％阻害に相当する濃度;  EC30, EC50: E2 による細胞増殖率の 30、50％
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に相当する濃度.
2)　付表-1 参照
3)　付表-2 参照
4)　スチレンダイマー、トリマーの重量比 0.143 : 0.955
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付表-4　ほ乳動物の内分泌系及び生殖系に関する試験結果

動物種 投与方法 投与期間 投与量 結果 文献

ラット
(SD、雌
22 日齢)

腹 腔 内 投
与

単回 0、100、300、
1,000 mg/kg
ポリスチレン
製造工程にお
ける副産物 1)

1,000 mg/kg 群で腟開口の早期
化がみられている。

Rao et al., 1978

ラット
(SD、雌
21 日齢)

強 制 経 口
投与
(子宮増殖
アッセイ)

3 日間 ポリスチレン
抽出物 2)

子宮重量に有意な変化はみら
れていない。

Fail et al., 1998

ラット
(Wistar、雌 22
±1 日齢)

強 制 経 口
投与
(子宮増殖
アッセイ)

3 日間 23 種のポリス
チレン抽出物 3)

いずれの抽出物においても子
宮重量に有意な変化はみられ
ていない。

Bachmann et al.,
1998

ラット
(SD、雌、

21 日齢)

皮下投与
(子宮増殖
アッセイ)
(幼若ラッ
ト)

3 日間 0、20、200
mg/kg/day
スチレンモノ
マー（1 種）、
スチレンダイ
マー(3 種)、ト
リマー(4 種)4)

いずれの被験物質においても
子宮重量に有意な変化はみら
れていない。

信原ら, 1999;
Hirano et al.,
2001

ラット
(SD、雄、

4 週齢)

強 制 経 口
投与

(ハーシュ
バ ー ガ ー
アッセイ)
(去勢ラッ
ト、3 週齢
で去勢)

4 週齢から
7 日間

0、20、200
mg/kg/day
スチレンモノ
マー（1 種）、
スチレンダイ
マー(3 種)、ト
リマー(3 種)4)

＋
プロピオン酸
テストステロ
ン
50 µg/animal/day
（皮下投与）

いずれの被験物質においても
前立腺腹葉、精嚢、肛門挙筋及
び球海綿体筋重量に有意な変
化はみられていない。
　（抗アンドロゲン作用）

東ら, 2000

ラット
(F344、雌

7 週齢)

皮下投与

(6 週齢で
卵巣摘出)

7 週齢から
3 日間

0、20 mg/kg/day
スチレンモノ
マー（1 種）、
スチレンダイ
マー(3 種)、ト
リマー(3 種)4)

血清プロラクチン濃度に有意
な変化はみられていない。

東ら, 2000

ラット
(SD、雌

9 週齢)

経口投与 妊娠 6 日-
分娩 21 日

0、0.04、0.2、
1.0 mg/kg/day
スチレンダイ
マー、スチレン
トリマーの混
合物 5)

いずれの投与量においても、母
動物の体重、摂餌量、妊娠期間
に変化はない。また、出生仔の
生存率、成長、生殖器形成、学
習行動に変化はみられていな
い。

Nagao et al., 2000

ラット
(SD、雄、
7 週齢）

精 巣 間 質
細 胞 に 添
加

添加 1h 後
に hCG 添
加 し さ ら
に 3h 培養

10-5M
スチレンモノ
マー（1 種）、
スチレンダイ
マー(3 種)、ト
リマー(3 種)4)

いずれの被験物質においても
テストステロン生合成の有意
な抑制はみられない。

信原ら, 1999
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1)　スチレンダイマー13.35％、トリマー69.5 %
2)　スチレンダイマー、トリマーの重量比 0.143 : 0.955
3)  異なる 3 タイプのポリスチレン 23 種（9 種の汎用ポリスチレン（GPPS）、 8 種の耐衝撃性ポリスチレ

ン（HIPS）、 6 種の発泡ポリスチレン（EPS））の抽出物（スチレンオリゴマー混合物、スチレンダイ
マー、トリマーの種類不明であるが、ダイマー、トリマーを最も多く含む抽出物中の濃度はダイマー
0.33 mg/L、トリマー0.75 mg/L）

4)  付表-1 参照
5)  スチレンダイマー、トリマー混合物 0.04 mg/kg/day（ダイマー：0.781 ppm、トリマー：8.73 ppm）、0.2

mg/kg/day（ダイマー：2.64 ppm、トリマー：32.8 ppm）、1.0 mg/kg/day （ダイマー：16.9 ppm、トリマ
ー：166 ppm）


